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第１ 教員等の資質の向上に関する指標策定の背景及び趣旨 

近年、教員の大量退職・大量採用等の影響によって、年齢構成や

経験年数の不均衡が生じ、従来の学校組織において自然に行われて

きた先輩教員から若手教員への知識・技術等の伝承が困難となるな

ど、教員を巡る環境が大きく変化しています。 

また、グローバル化、情報化の進展等、世の中が急速に変化する

中にあって、こうした状況変化を踏まえた新しい時代の教育に対応

し、学習指導要領の趣旨を踏まえた教育が学校で展開されるよう環

境を整えることが不可欠になっています。 

平成 28 年 11 月、教育公務員特例法の一部改正法が公布され（施

行は平成 29 年 4 月）、教員等の養成・採用・研修を通した一体的な

改革を推進するため、公立の小学校等の校長及び教員の任命権者は、

地域の実情に応じ、教員等の資質の向上に関する指標（以下「育成

指標」という。）を定め、育成指標を踏まえた教員研修計画を定め

ることとされました。 

こうした状況を踏まえて、愛知県教育委員会は、教員の養成を担

う大学等との共通認識の下、教員等が高度専門職としての職責、経

験及び適性に応じて身につけるべき資質・能力を明確化するため、

「育成指標」を策定し、キャリアを通してそれぞれの段階で求めら

れる資質・能力の向上に努められるようにしました。 

第２ 本県教育の課題と現状 

学校を取り巻く課題は年々増え、複雑・多様化しており、県民の

教育へのニーズや学校への期待も多岐にわたっております。また、

発達障害のある児童生徒や日本語能力が十分身に付いていない外

国人児童生徒への対応、いじめ・不登校や自殺防止対策、キャリア

教育・防災教育・英語教育・道徳教育等への課題に加えて、新学習

指導要領に対する対応など、新しい時代への変化に対応できるよう、

教員の資質向上に向けた環境を整えることが求められています。 

一方、愛知県の教員の状況は、大量退職・大量採用が続いたこと

で、現在、採用後５年までの教員が約２３％、１０年までの教員が

約４４％と、若手教員の割合が非常に高くなっており、こうしたこ

とから、実践的指導力や学び続ける意識を持った人材育成が大きな

課題となっております。 
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第３ 本県で育成する人材 

平成28年2月に策定した「あいちの教育ビジョン2020‒第３次愛知

県教育振興基本計画-」では、「『自らを高めること』と『社会に役

立つこと』を基本的視点とした『あいちの人間像』」を基本理念と

し、愛知に生きる人間の理想とする姿を５つの観点から捉えてお

ります。 

めざす「あいちの人間像」 

【共に生きる】 

自他の命を大切にし、多様な人々の存在を尊重して生きることのできる人間 

【自分を生かす】 

互いに切磋琢磨し、自らの力を社会に生かすことのできる人間 

【学び続ける】 

生涯にわたって健やかな体と心をつちかい、学び続けることのできる人間

【あいちを創る】 

あいちの伝統と文化、「ものづくりの精神」を継承し、新たな価値を生み出す 

ことのできる人間

【世界にはばたく】 

次代を展望し、世界に視野を広げ活動することのできる人間 

第４ 愛知の教員に求められる資質・能力 

「あいちの人間像」をめざす子どもたちを育てる教育の展開、学

校現場の諸課題への対応を図るためには、社会からの尊敬・信頼を

受ける教員、思考力・判断力・表現力等を育成する実践的指導力を

有する教員、困難な課題に同僚と協働し、地域と連携して対応する

教員が必要です。 

また、教職生活全体を通じて、実践的指導力等を高めるとともに、

社会の急速な進展の中で、知識・技能の絶えざる刷新が必要であり、

教員が探求力を持ち、学び続ける存在であることが不可欠です。

そこで、以下に愛知県教育委員会が求める教師像と、教員の養成

から研修までの一体的な育成に関する考え方について述べておき

たいと思います。 
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 １ 愛知が求める教師像 

愛知県教育委員会においては、愛知が求める教師像として、以下

の６つの教師像を従来から定めております。 

(1) 広い教養と豊富な専門的知識・技能を備えた人 

 教師の仕事の基本は授業です。専門的知識や技能なくしては、

授業は成り立ちません。しかし、児童生徒を人として成長させる

ためには専門的知識や技能だけでなく、その土台となる幅広い教

養が必要です。 

(2) 児童生徒に愛情をもち、教育に情熱と使命感をもつ人 

 教師は、保護者から大切な子どもを預かっています。教師が児

童生徒に愛情をもって接し、情熱と使命感をもって教育にあたる

ことがなければ、保護者からの信頼は得られません。 

(3) 高い倫理観をもち、円満で調和のとれた人 

 教師に対する世間の目には厳しいものがあります。教師は、学

校内で児童生徒に対して規範を示すだけでなく、学校の外におい

ても一社会人としてのみならず教師としてより高い倫理観を持ち

良識ある行動をとる必要があります。 

 また、周囲から信頼される教師として円満で調和のとれた人格

を磨くことも必要です。 

(4) 実行力に富み、粘り強さがある人 

 教師には、行動力やフットワークの軽さが求められます。授業

のみならず、運動会、学芸会、修学旅行などの学校行事において

は、教師は綿密な計画に基づいて行動しますが、時には臨機応変

な対応も求められます。素早い対応ができる瞬発力、行動力も必

要になります。 

 一方、様々な問題を抱える児童生徒に対する対処方法として、

堅実に粘り強く当該児童生徒等と向き合う忍耐力、持久力も必要

になります。 

(5) 明るく、心身ともに健康な人 

 教師は、児童生徒の前では、常に明るく振る舞うことが望まれ

ます。教師の笑顔は、心身の健康からもたらされるものであり、

まずは心身ともに健康であることが望まれます。 

(6) 組織の一員としての自覚や協調性がある人 

 学校は、教師一人の力で運営できるものではありません。学校

の教育目標に向けて教師が一丸となって課題に対処することが求

められる職場です。組織としての活動を円滑に進めるためには協
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調性やコミュニケーション能力が求められます。 

 また、周囲に対しても気配りや目配りをすることで、円満な職

場環境を作ることができる人材が求められています。 

 ２ 育成に関する基本的な考え方 

(1) 養成段階 

 学校における教育活動充実のためには、教職に対する強い情熱

を持ち、指導力に優れ、人間性の豊かな人材の養成とともに、資

質・能力の向上に向けてこれまで以上に大学と教育委員会との連

携が必要です。 

(2) 採用段階 

 教員の採用においては、幅広い視野を持ち個性豊かでたくまし

い人材を確保することとあわせて、一層多様化している子どもた

ちの興味・関心に対応するため、教科や指導法について、より高

い専門性を持った人材の確保を図ります。 

(3) 研修段階 

 変化の激しい社会を生き抜いていける力を持った子どもたちを

育成していくため、教員自身が常に学び続ける意識を持ち、時代

の変化や自らのキャリアステージに応じて求められる資質・能力

を、生涯にわたって高めていくことが必要です。 

第５ 育成指標の基本的枠組み 

 １ 学校種及び教員等の職の範囲について 

育成指標の策定にあたっては、学校種間での違いがそれほど大き

なものではないこと及び愛知県においては異校種間異動が活発に

行われていることから、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学

校すべてに共通のものとし、職の範囲は「教諭」、「校長」、「養護教

諭」及び「栄養教諭」の４種類としています。 

校長は、学校組織のトップリーダーとして、教員の人材育成に大

きな責任と役割を担っています。教育者としての資質のほか、的確

な判断力、決断力、交渉力、危機管理を含む組織のマネジメント力

が求められることを踏まえ、個別の指標を策定しています。 

養護教諭にあっては、保健管理、健康相談や保健室経営に関する

項目等、栄養教諭にあっては食に関する指導や学校給食の管理に関

する項目等専門的な職能にも配慮し、個別の指標を策定しています。 
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 ２ 「ステージ」について 

育成指標では、キャリアごとに、求められる姿を明らかにするた

め、「着任時の姿」を含め４段階の「ステージ」を設定しております。

教員等のキャリアアップの実現には、個人差がありますので、経験

年数や年齢で一律に区分するのではなく、自分がどこに当てはまる

か判断する目安といたしました。 

○「愛知県が求める着任時の姿」 

大学が行う教員養成の目標となる、新規採用の教員に対し求

める資質・能力。 

○「第１ステージ」 

採用から、キャリアの幅を広げ、実践力を磨く基盤づくりの

段階。 

○「第２ステージ」 

ミドルリーダーとして、若手教員を育成するとともに、指導

的な立場や役割を経て、教員としての幅をさらに広げる段階。 

○「第３ステージ」 

シニアリーダーとして、自己の専門性の更なる向上と若手・

中堅教員への指導・助言の力量を高める段階。 

 ３ 「資質・能力」について 

「資質・能力」としては、「愛知が求める教師像」を踏まえ、大き

く「素養」、「指導力」、「マネジメント力」の３つに区分し、それを

さらに職種ごとに細分化しております。 

「素養」では、主に教職生活全体を通じて自主的に学び続ける力

について、「指導力」では、学習指導、生徒指導など主に専門職とし

ての高度な知識・技能について、「マネジメント力」では、同僚との

連携・協働など、主に総合的な人間力を身に付ける項目を設定して

おります。 

「養護教諭」、「栄養教諭」では、それぞれの専門分野を考慮し、

現場での自分のあるべき姿をイメージし、活用しやすいものとする

ため、保健教育や給食管理など個別の指標項目を設定しております。 
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第６ 育成指標に基づく研修体系 

任命権者は、指標を踏まえ教員等の研修について、毎年度、体系

的かつ効果的に実施するための計画を定めることとなっています。 

変化の激しい社会を生き抜いていける力を子どもたちに育成して

いくために、教員自身が常に学び続ける意識を持ち、時代の変化や

自らのキャリアステージに応じて求められる資質・能力を、生涯に

わたって高めていくことが必要です。 

今後、教員育成指標の策定を受け、これまで県総合教育センター

や教育委員会事務局の各課が行ってきました各種研修を整理・精選

し、現行の研修体系の見直しを行うとともに、学校現場が直面して

いる教育課題に、より的確に対応できるよう、教員研修計画を再構

築してまいります。 



愛知県

教員育成指標

【教諭】

めざす「あいちの人間像」

【共に生きる】【自分を生かす】【学び続ける】【あいちを創る】【世界にはばたく】

広い教養と豊富な専門的知識・技能
を備えた人 児童生徒に愛情をもち、教育に情熱

と使命感をもつ人

高い倫理観をもち、円満で調和の
とれた人

組織の一員としての自覚や協調性が
ある人

明るく、心身ともに健康な人

実行力に富み、粘り強さがある人

愛知が求める教師像

○さまざまな情報に基づいて児童生徒一人一
人の状況や変化を的確に捉え、適切な指導方
針を立て、児童生徒を理解しようとしている。
○児童生徒が互いを尊重し、学級・学年及び
学校全体をよりよくしようという意識と広い
視野をもてるように促す。

○児童生徒の情報共有の場を設定することで、
児童生徒を取り巻く状況を的確に捉え、児童
生徒の理解を深める。
○学級・学年などの集団をリードする児童生
徒を養成する姿勢をもつ。

○児童生徒一人一人に愛情をもって接し、児
童生徒との関係の中で、心情を捉える。
○学級・学年への帰属意識を児童生徒に育成
する姿勢をもつ。
○家庭環境などの背景も踏まえて児童生徒を
理解し、個々に応じた成長を促そうとする。

○高い専門性を基に、周りにある教育資産や
新しい指導方法を効果的に取り入れ、他の教
員の模範となる授業を行う。
○学力向上や授業改善、授業評価などの視点
を常にもち、学年や教科の授業改善をリード
する。
○学校全体の学習指導上の諸課題を把握し、
校内の教育課程や授業づくりについて改善の
視点で考え、組織的に実践を進める。

○児童生徒の身近な社会・生活につながるよ
うな授業・単元の構想の工夫をし、主体的な
学びを導く指導技術に習熟している。
○自らの授業改善、指導力向上に努めるとと
もに、専門性を高め、他の教員の授業に対し
て適切な助言をする。
○校内研究会・校外研修会の企画・運営に携
わり、校内研究体制の推進を図る。

○適切な発問や読みやすい板書、意図的な環
境の構成などの基本的な授業力を身に付け、
児童生徒の主体的な学びを引き出す指導力を
培うとともに、個に応じた指導を行おうとす
る。
○児童生徒の実態を把握し、授業のねらいを
明確にして教材教具の工夫をするなど、事前
の教材研究の大切さを理解して授業をする。
○他の教員から学ぶなど自分の指導を改善し
ようとする向上心をもつ。

○個性の伸長、社会的資質や行動力の向上の
視点をもって、組織的な取組を促す。
○生徒指導を組織的・計画的に行うための長
期的な見通しをもち、教職員に対して指導・
助言をする。
○他の教職員の抱える生徒指導・進路指導上
の問題に気付き、適切な助言をする。
○関係諸機関と連携を深め、問題解決のため
の体制づくりをする。

○学年・学校全体の児童生徒の特性や状況を
的確に捉え、方針や手だてを示しながら、関
係教職員や保護者と協力し、組織的・継続的
に児童生徒に対応する。
○経験を踏まえて問題提起や情報提供をしな
がら、経験の浅い教職員に適切な助言をする。
○関係諸機関と連携して、指導の取組方針を
的確に示し、具体的に指導する。

○個性の伸長、社会的資質や行動力の向上な
どの「生き方教育」「キャリア教育」とも共
通する視点をもって児童生徒に対応する。
○児童生徒一人一人の課題を捉えるとともに、
保護者の思いを理解し、保護者や他の教職員
と協力しながら組織的・継続的に児童生徒に
対応する。

○校内委員会などで学校全体の視点で取組を
見直し、組織的・継続的な指導や支援体制を
整える。
○人権や個々の価値観を大切にする教育の推
進者として、経験の浅い教職員の相談や助言
を行う。
○関係諸機関や専門機関などとの連携を積極
的に推進する。

○児童生徒一人一人の状況や特性を踏まえた
上で、関係教職員と連携し、組織的な指導や
支援が行えるようにリードする。
○児童生徒の多様性に応じるため、関係諸機
関や専門機関などとの連携を推進する。

○個の特性や背景を把握し、適切な指導及び
必要な支援を行う。
○必要に応じて個に応じた指導の計画を作成
するとともに、合理的配慮に基づいた指導・
支援を行う。
○実践を通して、児童生徒の多様性への理解
を深めるとともに、多様性を生かした教育活
動を実践しようとする。

○学年経営や学校運営に参画し、課題の解決
を図るとともに、他の教職員の学級・学年経
営に適切な支援、助言を行う。
○学校運営について創造的なビジョンの構想
やプランの構築に参画し、教育活動を活性化
させる。

○学年や教科、分掌などの運営の中核となっ
て、学校教育目標の実現に向けて工夫改善す
る。
○分担された校務分掌について、目標や改善
の視点を明確にして調整・実行する。
○児童生徒同士のコミュニケーションを促進
するとともに、個の特性を的確に捉え、学年
や分掌における課題に応じた適切な対応策を
提案する。
○経験の浅い教職員に積極的にアドバイスを
し、学校全体の組織力の強化を図る。

○学校教育目標を理解し、児童生徒の実態に
合わせ、学級経営や教科経営の方針を立て、
一貫性のある指導を行う。
○学級内における良好な人間関係づくりを行
う。
○学年主任や他の教職員と協力しながら学年
経営に参画する。
○校内組織での自らの役割を自覚し、計画的
に自らの職務を遂行する。

児童生徒理解

学習指導

生徒指導

多様性への理解
と

教育支援

学級経営・学年
経営・学校運営

指
導
力

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

○児童生徒の平常時の安全確保、事故などの
未然防止、再発防止を組織的に推進する。
○学校を取り巻く環境の危機管理について、
学校と家庭や地域などとの協力体制を確立す
る。

○安全に対する危機意識をもち、積極的に情
報収集をし、課題を明らかにする。
○学校の安全管理体制を点検し、課題解決に
向けて積極的に提案、改善を行う。

○児童生徒の安心安全を第一に考え、危険を
予見するとともに対処する。
○安全や教育効果に配慮した環境を整備し、
課題について「報告・連絡・相談」を確実に
行う。

○自らの経験を生かし、自校の課題に中心と
なって取り組み、組織全体の取組を改善する。
○学校全体における教職員の特性を踏まえ、
役割分担を調整するとともに、教職員の経験
に応じた効果的な人材育成の環境を整える。

○チームリーダーとして、教職員一人一人の
よさを引き出し、それぞれの力を生かして対
応できるようにリードする。
○互いの課題や悩みに気付き、支え合える環
境をつくるとともに、経験の浅い教職員を積
極的に支援する。

○組織の一員として、求められている役割を
理解し、同僚と協働的に物事を進めようとす
る。
○他の教職員と積極的に関わり、疑問点や悩
みを相談したり、共有したりしながら、自己
改善をすすめる。

○家庭、地域、関係諸機関へ向けての情報発
信とともに、地域資源（ひと・もの・こと）
の活用を推進する。
○家庭、地域、関係諸機関からのニーズの情
報収集に努め、協働によって教育活動を推進
する。
○地域に貢献する活動を企画・調整する。

○地域、関係諸機関と良好な関係を築くとと
もに、経験の浅い教職員を積極的に支援する。
○他校、異校種の教職員との連携・協力を推
進する。

○家庭との情報共有に努めるなど、家庭との
連携を図り、良好な関係を築く。
○地域、関係諸機関と必要な連携をとったり、
他の教職員の助言を受けたりしながら、適切
に対処する。

学校安全・
危機管理

同僚との
連携・協働

地域社会との
連携・折衝

資質・能力

素
養

○児童生徒の伸びようとする姿を捉え、愛情をもって寄り添い、支え続け、児童生徒の成長に喜びを感じる。
○児童生徒の未来を真剣に考えるとともに、将来を担う児童生徒の成長を請け負う使命感や責任感を自覚する。

愛知県が求める
着任時の姿

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ
教員としての ミドルリーダーとして シニアリーダーとして
基盤を固める 推進力を発揮する 牽引力を発揮する

ステージ

○高い倫理観をもち、法令を遵守し、児童生徒の手本となるような立ち振る舞いを心がけ、児童生徒との信頼関係を築こうとする。
○児童生徒の目標・憧れとなるような魅力的な人間の姿を追究する。
○自ら行動し、粘り強く、職務に取り組もうとする。

○幅広い教養と高い専門性を備えつつ、常に自分の姿を振り返り、向上心を忘れることなく自ら学び続ける意欲をもっている。
○新たな問題に直面しても、柔軟に対応するとともに、常に創意工夫しながら物事に取り組んでいこうとする。

○自分の考えを伝えるとともに、周囲の状況や相手の思いを踏まえ、共通理解を図りながら、協働的に行動する。

教育的愛情・
使命感・責任感

倫理観・
人間性・行動力

自己教育力・
創造的思考力

コミュニケー
ション力

※特別支援学校においては幼稚部を含む。

○子どもの発達の段階や成
長に関わる基礎的な知識を
身に付け、児童生徒理解の
意義や重要性を理解し、一
人一人に愛情をもち積極的
に関わろうとする。

○学習指導要領を理解し、
発問や板書、環境の構成な
どの基礎的な指導技術を身
に付け、指導計画に従い、
実践しようとする。

○生徒指導及びキャリア教
育の意味を理解するととも
に、個や集団を指導するた
めの手だてを理解し、実践
しようとする。

○人権感覚をもつとともに、
児童生徒の個性を尊重し、
個に応じた指導・支援をす
る必要性を認識している。
○特別支援教育、外国人児
童生徒教育など特別な支援
を必要とする児童生徒に対
する教育の基礎的な知識を
身に付けている。

○理想とする児童生徒の姿
や自分自身の姿をもち、そ
の実現に向けて、実践しよ
うとする。
○学校教育の意義や教育に
関する今日的な課題などの
教育に関わる情報を積極的
に得ようとしている。

○学校安全についての基礎
的な知識を身に付け、児童
生徒の回りの危険を察知し、
回避したり、適切に対応し
たりしようとする。

○社会人として良識ある言
動をし、円滑な人間関係を
つくろうとする。

○教育公務員としての自覚
をもち、社会とのつながり
を意識して行動する。
○家庭、地域、関係諸機関
との連携の重要性を理解し、
積極的に関わろうとする。

平成２９年１１月



愛知県 教員育成指標【校長】

資質・能力

素
養

○校長としての高い見識と専門性に裏打ちされた教育理念をもつ。
○児童生徒の未来を真剣に考えるとともに、将来を担う児童生徒の成長を請け負う使命感や責任感を自覚する。

トップリーダーとして教育活動を推進する
ステージ

○高い倫理観をもち、法令を遵守し、児童生徒及び教職員の手本となるような立ち振る舞いに心がけ、児童生徒、保護者、地域等との信頼関係を築こうとする。
○包容力をもち、児童生徒及び教職員の目標・憧れとなるような魅力的な人間の姿を追究する。
○自ら行動し、粘り強く、職務に取り組もうとする。

○幅広い教養と高い専門性を備えつつ、常に自分の姿を振り返り、向上心を忘れることなく自ら学び続ける意欲をもっている。
○新たな問題に直面しても、柔軟に対応するとともに、慣習や前例にとらわれず、目的達成のために新たな考えを構築し、取り組もうする。

○校内での教職員との日常的な情報共有を大切にするとともに、校外での地域・関係諸機関等との折衝力を高めることに努める。

教育的愛情・
使命感・責任感

倫理観・
人間性・行動力

自己教育力・
創造的思考力

コミュニケーショ
ン力

○国や県、市町村の動向を視野に入れ、時代の流れや地域性を考慮しながら、自校を取り巻く環境の特性を認識するとともに、教育課題を把握する。
○教育活動の目標や方針、重点目標を定め、具体的な学校運営の企画・改善につながるようなビジョン（到達目標の明確化、実現プロセスの明示など）を示す。

教育課題の把握・
学校経営ビジョン

の明示

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

○教育目標や方針、重点目標について、学校評価や自己評価を分析し、課題に対して新しい改善策を企画する。
○時代が求める学校の在り方を常に模索しながら、必ずしも慣例にとらわれない新しい発想に努める。
○市民感覚・民間経営感覚に学び、その考え方、手法などを必要に応じて活用する。

○教職員に対する面談や授業観察とともに、教頭などとの情報交換を常に行い、教職員の現状把握に努める。
○分担した教職員の業務を見守るとともに、状況を把握し、支援・助言しながら的確に評価する。
○教職員の持ち味や新しいアイディアを積極的に引き出し、学校運営に生かす。
○主任などを中心に教職員の協働性を育むとともに、ＯＪＴを推進し、経験の浅い教職員の育成に努める。

○教職員が協働して教育活動を推進するために、職員会議などで具体的な考えを示す。
○教職員の能力・適性を的確に把握し、一人一人の教職員が意欲をもって活動できる機会や職務を与え、組織を運営する。
○組織運営を適切に行うことにより、職場環境を適正に保ち、教職員の心身の健康に留意する。

企画・構想力

教職員理解・
人材育成

組織運営・
人材活用

○情報収集に努め、状況を把握し、的確な判断や決断を迅速に行う。判断力・決断力

○児童生徒の安全確保という視点から施設管理に努める。また、児童生徒のための教育環境整備という視点から備品等の充実に努める。そのために予算の計画的・効率
的な執行に努める。
○事務職員との日常的な連携に取り組み、情報共有に努める。

○児童生徒の安全確保を最優先とし、教育活動における学校安全についての重要性を全教職員に常に意識させる。
○学校安全マニュアルの遵守と事故・事件の事例を基にしたマニュアルの改善を図るとともに、必要に応じてシミュレーションなどに取り組む。
○学校の危機管理（事前・事後）について、校内組織と関係諸機関との調整を迅速に図り、的確に判断し、指示をする。

○家庭、地域、関係諸機関に対して学校の教育方針等について発信する機会を確保し、明確に説明責任を果たす。
○家庭・地域からのさまざまな要望を的確に把握するとともに、地域社会との協力体制を構築し、地域資源を教育活動に生かす。

財務管理

学校安全・
危機管理

地域社会との
連携・折衝

※教頭については、【教諭】第３ステージ及び【校長】の指標を参照しつつ、校長の補佐としての役割を意識し、
資質・能力の向上を目指したい。

平成２９年１１月



愛知県

教員育成指標

【養護教諭】

めざす「あいちの人間像」

【共に生きる】【自分を生かす】【学び続ける】【あいちを創る】【世界にはばたく】

広い教養と豊富な専門的知識・技能
を備えた人 児童生徒に愛情をもち、教育に情熱

と使命感をもつ人

高い倫理観をもち、円満で調和の
とれた人

組織の一員としての自覚や協調性が
ある人

明るく、心身ともに健康な人

実行力に富み、粘り強さがある人

愛知が求める教師像

○さまざまな情報に基づいて児童生徒一人一人
の状況や変化を的確に捉え、適切な指導方針を
立て、児童生徒を理解しようとしている。
○児童生徒が互いを尊重し、学級・学年及び学
校全体をよりよくしようという意識と広い視野
をもてるように促す。

○児童生徒の情報共有の場を設定することで、
児童生徒を取り巻く状況を的確に捉え、児童生
徒の理解を深める。
○学級・学年などの集団をリードする児童生徒
を養成する姿勢をもつ。

○児童生徒一人一人に愛情をもって接し、児童
生徒との関係の中で、心情を捉える。
○学級・学年への帰属意識を児童生徒に育成す
る姿勢をもつ。
○家庭環境などの背景も踏まえて児童生徒を理
解し、個々に応じた成長を促そうとする。

○養護教諭の視点を生かして、教育課程の中に
保健教育を位置付けるよう働きかける。
○保健教育の実践に対して、指導助言を行う。

○校内の連携や外部人材の登用など、コーディ
ネーターの役割を果たすとともに、実践に基づ
いた評価をし、改善により、よりよい保健教育
を推進する。

○児童生徒の実態から健康課題を捉え、保健指
導計画の作成に参画し、実践する。
○学習指導要領を理解し、必要に応じて学級担
任等と連携するなど、児童生徒の実態や科学的
根拠を踏まえた保健学習を行う。

○教職員が行う健康相談に対して、指導的役割
を果たすとともに、校外の関係諸機関を含めた
支援体制づくりをする。

○早期発見・早期対応に向けて、心身の健康課
題を総合的に捉え、コーディネーターの役割を
果たし、校内外の支援体制の充実に努める。

○健康課題の背景の把握、支援方針・支援方法
の検討、校内外の連携というプロセスを踏まえ
て、児童生徒の発達段階に応じた心身両面から
の健康相談を実施する。

○校内委員会などで学校全体の視点で取組を見
直し、組織的・継続的な指導や支援体制を整え
る。
○人権や個々の価値観を大切にする教育の推進
者として、経験の浅い教職員の相談や助言を行
う。
○関係諸機関や専門機関などとの連携を積極的
に推進する。

○児童生徒一人一人の状況や特性を踏まえた上
で、関係教職員と連携し、組織的な指導や支援
が行えるようにリードする。
○児童生徒の多様性に応じるため、関係諸機関
や専門機関などとの連携を推進する。

○個の特性や背景を把握し、適切な指導及び必
要な支援を行う。
○必要に応じて個に応じた指導計画の作成に参
画するとともに、合理的配慮に基づいた指導・
支援を行う。
○実践を通して、児童生徒の多様性への理解を
深めるとともに、多様性を生かした教育活動を
実践しようとする。

○保健室経営の立場から、学校運営についての
ビジョンやプランに参画し、教育活動を活性化
させる。

○学校教育目標の実現に向け、学校保健活動の
センター的役割を果たすよう、保健室経営を工
夫・改善する。

○学校教育目標を理解し、保健室経営の方針を
立て、保健室経営計画を作成し、校内の共通理
解を図る。

児童生徒理解

保健教育

健康相談

多様性への理解
と

教育支援

保健室経営

指
導
力

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力 ○児童生徒の平常時の安全確保、事故などの未

然防止、再発防止を組織的に推進する。
○学校を取り巻く環境の危機管理について、学
校と家庭や地域などとの協力体制を確立する。

○安全に対する危機意識をもち、積極的に情報
収集をし、課題を明らかにする。
○学校の安全管理体制を点検し、課題解決に向
けて積極的に提案、改善を行う。

○児童生徒の安心安全を第一に考え、危険を予
見するとともに対処する。
○安全や教育効果に配慮した環境を整備し、課
題について「報告・連絡・相談」を確実に行う。

○自らの経験を生かし、自校の課題に中心と
なって取り組み、組織全体の取組を改善する。
○学校全体における教職員の特性を踏まえ、役
割分担を調整するとともに、教職員の経験に応
じた効果的な人材育成の環境を整える。

○教職員一人一人のよさを引き出し、それぞれ
の力を生かして「チーム」として対応できるよ
うにリードする。
○互いの課題や悩みに気付き、支え合える環境
をつくるとともに、経験の浅い教職員を積極的
に支援する。

○組織の一員として、求められている役割を理
解し、同僚と協働的に物事を進めようとする。
○他の教職員と積極的に関わり、疑問点や悩み
を相談したり、共有したりしながら、自己改善
をすすめる。

○家庭、地域、関係諸機関へ向けての情報発信
とともに、地域資源（ひと・もの・こと）の活
用を推進する。
○家庭、地域、関係諸機関からのニーズの情報
収集に努め、協働によって教育活動を推進する。

○地域、関係諸機関と良好な関係を築くととも
に、経験の浅い教職員を積極的に支援する。
○他校、異校種の教職員との連携・協力を推進
する。

○家庭との情報共有に努めるなど、家庭との連
携を図り、良好な関係を築く。
○地域、関係諸機関と必要な連携をとったり、
他の教職員の助言を受けたりしながら、適切に
対処する。

学校安全・
危機管理

同僚との
連携・協働

地域社会との
連携・折衝

資質・能力

素
養

○児童生徒の伸びようとする姿を捉え、愛情をもって寄り添い、支え続け、児童生徒の成長に喜びを感じる。
○児童生徒の未来を真剣に考えるとともに、将来を担う児童生徒の成長を請け負う使命感や責任感を自覚する。

愛知県が求める
着任時の姿

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ
教員としての ミドルリーダーとして シニアリーダーとして
基盤を固める 推進力を発揮する 牽引力を発揮する

ステージ

○高い倫理観をもち、法令を遵守し、児童生徒の手本となるような立ち振る舞いを心がけ、児童生徒との信頼関係を築こうとする。
○児童生徒の目標・憧れとなるような魅力的な人間の姿を追究する。
○自ら行動し、粘り強く、職務に取り組もうとする。

○幅広い教養と高い専門性を備えつつ、常に自分の姿を振り返り、向上心を忘れることなく自ら学び続ける意欲をもっている。
○新たな問題に直面しても、柔軟に対応するとともに、常に創意工夫しながら物事に取り組んでいこうとする。

○自分の考えを伝えるとともに、周囲の状況や相手の思いを踏まえ、共通理解を図りながら、協働的に行動する。

教育的愛情・
使命感・責任感

倫理観・
人間性・行動力

自己教育力・
創造的思考力

コミュニケー
ション力

○子どもの発達の段階や成
長に関わる基礎的な知識を
身に付け、児童生徒理解の
意義や重要性を理解し、一
人一人に愛情をもち積極的
に関わろうとする。

○学校における保健教育は保
健指導と保健学習によって行
われることを理解し、個や集
団を対象に取り組もうとする。

○学校保健安全法による健康
相談の位置付けを理解し、養
護教諭として対応しようとす
る。

○人権感覚をもつとともに、
児童生徒の個性を尊重し、
個に応じた指導・支援をす
る必要性を認識している。
○特別支援教育、外国人児
童生徒教育など特別な支援
を必要とする児童生徒に対
する教育の基礎的な知識を
身に付けている。

○養護教諭の役割と保健室の
機能を理解し、実践しようと
する。

○学校安全についての基礎的
な知識を身に付け、児童生徒
の回りの危険を察知し、回避
したり、適切に対応したりし
ようとする。

○社会人として良識ある言動
をし、円滑な人間関係をつく
ろうとする。

○教育公務員としての自覚を
もち、社会とのつながりを意
識して行動する。
○家庭、地域、関係諸機関と
の連携の重要性を理解し、積
極的に関わろうとする。

○個性の伸長、社会的資質や行動力の向上の視
点をもって、組織的な取組を促す。
○生徒指導を組織的・計画的に行うための長期
的な見通しをもち、教職員に対して指導・助言
をする。
○他の教職員の抱える生徒指導・進路指導上の
問題に気付き、適切な助言をする。

○学年・学校全体の児童生徒の特性や状況を的
確に捉え、方針や手だてを示しながら、関係教
職員や保護者と協力し、組織的・継続的に児童
生徒に対応する。
○経験を踏まえて問題提起や情報提供をしなが
ら、経験の浅い教職員に適切な助言をする。
○関係諸機関と連携して、指導の取組方針を的
確に示し、具体的に指導する。

○個性の伸長、社会的資質や行動力の向上など
の「生き方教育」「キャリア教育」とも共通す
る視点をもって児童生徒に対応する。
○児童生徒一人一人の課題を捉えるとともに、
保護者の思いを理解し、保護者や他の教職員と
協力しながら組織的・継続的に児童生徒に対応
する。

生徒指導

○生徒指導及びキャリア教
育の意味を理解するととも
に、個や集団を指導するた
めの手だてを理解し、実践
しようとする。

○児童生徒のけがや疾病などの未然防止、再発
防止を組織的に推進する。
○保健管理の充実に向けて、学校、家庭、地域、
関係諸機関との協力体制を確立する。

○保健管理について中心的役割を果たすととも
に、組織的に対応する。

○救急処置や疾病予防などの校内体制に基づき、
けがや疾病に対して的確に判断し、迅速に対応
する。
○健康診断や学校環境衛生の結果などから健康
課題を把握し、学校三師・関係諸機関・保護者
と連携し、適切に対応する。

保健管理

○救急処置、健康診断、疾病
予防などの、保健管理に関す
る基礎的な知識と技術を身に
付け、実践しようとする。

○近隣の学校などと連携し、地域レベルでの保
健活動を推進する。

○保健組織活動に教職員などが主体的に参加で
きるよう、校内研修などを計画し、啓発を図る。

○保健主事とともに、教職員と連携し、学校保
健活動を進める。

保健組織活動

○学校保健委員会など、様々
な保健組織の意義を理解し、
養護教諭として積極的に関わ
ろうとする。

は養護教諭固有の力を意味する。

平成２９年１１月



愛知県

教員育成指標

【栄養教諭】

めざす「あいちの人間像」

【共に生きる】【自分を生かす】【学び続ける】【あいちを創る】【世界にはばたく】

広い教養と豊富な専門的知識・技能
を備えた人 児童生徒に愛情をもち、教育に情熱

と使命感をもつ人

高い倫理観をもち、円満で調和の
とれた人

組織の一員としての自覚や協調性が
ある人

明るく、心身ともに健康な人

実行力に富み、粘り強さがある人

愛知が求める教師像

○さまざまな情報に基づいて児童生徒一人一
人の状況や変化を的確に捉え、適切な指導方
針を立て、児童生徒を理解しようとしている。
○児童生徒が互いを尊重し、学級・学年及び
学校全体をよりよくしようという意識と広い
視野をもてるように促す。

○児童生徒の情報共有の場を設定することで、
児童生徒を取り巻く状況を的確に捉え、児童
生徒の理解を深める。
○学級・学年などの集団をリードする児童生
徒を養成する姿勢をもつ。

○児童生徒一人一人に愛情をもって接し、児
童生徒との関係の中で、心情を捉える。
○学級・学年への帰属意識を児童生徒に育成
する姿勢をもつ。
○家庭環境などの背景も踏まえて児童生徒を
理解し、個々に応じた成長を促そうとする。

○食に関する指導を包括的に捉え、適切に評
価・改善し、教科等横断的な視点から食に関
する指導の教育課程を編成するとともに、教
職員に対して適切な指導・助言を行う。
○学校運営について創造的なビジョンの構想
やプランの構築に参画し、食に関する教育活
動を推進する。
○地域、近隣の学校（園）などとの連絡・調
整を図り、市町村の食育の計画や推進に関し
て主体的に関わる。

○児童生徒の実態を踏まえ学習指導要領に基
づいた食に関する指導内容を企画・調整し、
給食献立計画と関連付けながら実践するとと
もにその評価を行う。
○学校医等と連携するなど、校内の相談指導
体制を整備し、児童生徒の食に関する健康課
題等について適切に対応する。
○児童生徒の発達段階や興味・関心・意欲を
引き出す教材教具の工夫、学級経営や学習方
針に沿った指導を展開するなど、自らの授業
力の向上に努める。

○児童生徒の実態や学校教育目標を基にした
食に関する指導の全体計画を提案するととも
に、栄養教諭の専門性を生かし、担任などと
の連携・調整を図った食に関する指導を行う。
○児童生徒の食に関する健康課題などについ
て、担任などと連携を図り、個別的な相談指
導に関わる。
○他の教員から学ぶなど自分の指導を改善し
ようとする向上心をもつ。

○個性の伸長、社会的資質や行動力の向上の
視点をもって、組織的な取組を促す。
○生徒指導を組織的・計画的に行うための長
期的な見通しをもち、教職員に対して指導・
助言をする。
○他の教職員の抱える生徒指導・進路指導上
の問題に気付き、適切な助言をする。

○学年・学校全体の児童生徒の特性や状況を
的確に捉え、方針や手だてを示しながら、関
係教職員や保護者と協力し、組織的・継続的
に児童生徒に対応する。
○経験を踏まえて問題提起や情報提供をしな
がら、経験の浅い教職員に適切な助言をする。
○関係諸機関と連携して、指導の取組方針を
的確に示し、具体的に指導する。

○個性の伸長、社会的資質や行動力の向上な
どの「生き方教育」「キャリア教育」とも共
通する視点をもって児童生徒に対応する。
○児童生徒一人一人の課題を捉えるとともに、
保護者の思いを理解し、保護者や他の教職員
と協力しながら組織的・継続的に児童生徒に
対応する。

○校内委員会などで学校全体の視点で取組を
見直し、組織的・継続的な指導や支援体制を
整える。
○人権や個々の価値観を大切にする教育の推
進者として、経験の浅い教職員の相談や助言
を行う。
○関係諸機関や専門機関などとの連携を積極
的に推進する。

○児童生徒一人一人の状況や特性を踏まえた
上で、関係教職員と連携し、組織的な指導や
支援が行えるようにリードする。
○児童生徒の多様性に応じるため、関係諸機
関や専門機関などとの連携を推進する。

○個の特性や背景を把握し、適切な指導及び
必要な支援を行う。
○必要に応じて個に応じた指導計画の作成に
参画するとともに、合理的配慮に基づいた指
導・支援を行う。
○実践を通して、児童生徒の多様性への理解
を深めるとともに、多様性を生かした教育活
動を実践しようとする。

○給食管理を食に関する指導と一体化した視
点から評価・改善し、食に関する指導に生か
すための情報などを全教職員に対して提供・
助言する。
○市町村の給食管理及び運営に関する中心的
な役割を果たす。

○児童生徒の成長の特性や地域の実態などに
基づいた適切な栄養管理を行うとともにその
評価・改善に努める。
○調理従事者や調理場などの衛生管理につい
て日常的に評価・改善に努めるとともに、学
級における衛生管理などを含め適切な指導・
助言を行う。

○学校給食栄養摂取基準に基づいた献立を作
成し、学校給食の調理、配食等について指
導・助言を行う。
○学校給食衛生管理基準を理解し、適切な衛
生管理のために日常点検及び指導・助言を行
う。

児童生徒理解

食に関する指導

生徒指導

多様性への理解
と

教育支援

給食管理

指
導
力

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

○児童生徒の平常時の安全確保、事故などの
未然防止、再発防止を組織的に推進する。
○学校を取り巻く環境の危機管理について、
学校と家庭や地域などと協力体制を確立する。

○安全に対する危機意識をもち、積極的に情
報収集をし、課題を明らかにする。
○学校の安全管理体制を点検し、課題解決に
向けて積極的に提案、改善を行う。

○児童生徒の安心安全を第一に考え、危険を
予見するとともに対処する。
○安全や教育効果に配慮した環境を整備し、
課題について「報告・連絡・相談」を確実に
行う。

○自らの経験を生かし、自校の課題に中心と
なって取り組み、組織全体の取組を改善する。
○学校全体における教職員の特性を踏まえ、
役割分担を調整するとともに、教職員の経験
に応じた効果的な人材育成の環境を整える。

○教職員一人一人のよさを引き出し、それぞ
れの力を生かして「チーム」として対応でき
るようにリードする。
○互いの課題や悩みに気付き、支え合える環
境をつくるとともに、経験の浅い教職員を積
極的に支援する。

○組織の一員として、求められている役割を
理解し、同僚と協働的に物事を進めようとす
る。
○他の教職員と積極的に関わり、疑問点や悩
みを相談したり、共有したりしながら、自己
改善をすすめる。

○家庭、地域、関係諸機関へ向けての情報発
信とともに、地域資源（ひと・もの・こと）
の活用を推進する。
○家庭、地域、関係諸機関からのニーズの情
報収集に努め、協働によって教育活動を推進
する。
○地域に貢献する活動を企画・調整する。

○地域、関係諸機関と良好な関係を築くとと
もに、経験の浅い教職員を積極的に支援する。
○他校、異校種の教職員との連携・協力を推
進する。

○家庭との情報共有に努めるなど、家庭との
連携を図り、良好な関係を築く。
○地域、関係諸機関と必要な連携をとったり、
他の教職員の助言を受けたりしながら、適切
に対処する。

学校安全・
危機管理

同僚との
連携・協働

地域社会との
連携・折衝

資質・能力

素
養

○児童生徒の伸びようとする姿を捉え、愛情をもって寄り添い、支え続け、児童生徒の成長に喜びを感じる。
○児童生徒の未来を真剣に考えるとともに、将来を担う児童生徒の成長を請け負う使命感や責任感を自覚する。

愛知県が求める
着任時の姿

第１ステージ 第２ステージ 第３ステージ
教員としての ミドルリーダーとして シニアリーダーとして
基盤を固める 推進力を発揮する 牽引力を発揮する

ステージ

○高い倫理観をもち、法令を遵守し、児童生徒の手本となるような立ち振る舞いを心がけ、児童生徒との信頼関係を築こうとする。
○児童生徒の目標・憧れとなるような魅力的な人間の姿を追究する。
○自ら行動し、粘り強く、職務に取り組もうとする。

○幅広い教養と高い専門性を備えつつ、常に自分の姿を振り返り、向上心を忘れることなく自ら学び続ける意欲をもっている。
○新たな問題に直面しても、柔軟に対応するとともに、常に創意工夫しながら物事に取り組んでいこうとする。

○自分の考えを伝えるとともに、周囲の状況や相手の思いを踏まえ、共通理解を図りながら、協働的に行動する。

教育的愛情・
使命感・責任感

倫理観・
人間性・行動力

自己教育力・
創造的思考力

コミュニケー
ション力

○子どもの発達の段階や成
長に関わる基礎的な知識を
身に付け、児童生徒理解の
意義や重要性を理解し、一
人一人に愛情をもち積極的
に関わろうとする。

○食育の推進における栄養
教諭の役割及び学校組織・
運営、校務分掌を理解し、
栄養教諭の専門性を生かし
た指導をしようとしている。

○生徒指導及びキャリア教
育の意味を理解するととも
に、個や集団を指導するた
めの手だてを理解し、実践
しようとする。

○人権感覚をもつとともに、
児童生徒の個性を尊重し、
個に応じた指導・支援をす
る必要性を認識している。
○特別支援教育、外国人児
童生徒教育など特別な支援
を必要とする児童生徒に対
する教育の基礎的な知識を
身に付けている。

○学校給食の管理における
栄養教諭の役割及び学校組
織・運営、校務分掌を理解
し、栄養教諭の専門性を生
かした実践をしようとして
いる。

○学校安全についての基礎
的な知識を身に付け、児童
生徒の回りの危険を察知し、
回避したり、適切に対応し
たりしようとする。

○社会人として良識ある言
動をし、円滑な人間関係を
つくろうとする。

○教育公務員としての自覚
をもち、社会とのつながり
を意識して行動する。
○家庭、地域、関係諸機関
との連携の重要性を理解し、
積極的に関わろうとする。

は栄養教諭固有の力を意味する。

平成２９年１１月



愛知県の教員のみなさんへ 

 このたび、愛知県の小中学校、高等学校、特別支援学校に勤務している全ての教

員のみなさんが、今後どのような資質・能力を発揮し、どのような姿を思い描きな

がらキャリアを積んでいけばよいのかを指し示す羅針盤として、『教員育成指標』を

作成しました。

○『教員育成指標』とは 

 この指標は、教員として磨いていって欲しい資質・能力の項目を縦軸に、着任

時の姿から基盤づくり、ミドルリーダー、シニアリーダーというキャリアステー

ジを横軸に、それぞれのステージで目指す姿を示しています。

 教員として、自分が、現在どのキャリアステージにいて、どのような力を発揮

する必要があるのか、次に何を目指していけばよいのかを考え、行動するための

道しるべとなるものです。

 養護教諭や栄養教諭の指標については、それぞれの専門的な職能も加えて示し

てあります。

 校長については、トップリーダーとして高い見識と広い視野を持ち、よりよい

学校運営を行う上で必要な資質・能力を示しました。教頭については、シニアリ

ーダーとしての資質・能力の充実を図るとともに、校長の指標も意識しながら、

校長の補佐としての役割を担えるようにと考えました。

○ 魅力ある教員を目指して 

 教員一人一人には、さまざまな個性や適性があり、それぞれの得意な分野を生

かしつつ、苦手分野にも取り組みながら、必要な資質・能力を身につけ、学校に

おける教育活動に貢献できる教員となってもらいたいと考えています。

 そこで、まず指標全体を眺めて、自分がどのキャリアステージに位置するかを

判断する必要があります。

 例えば、自分は第２ステージに当てはまると思えば、そこで十分に力を発揮で

きるよう努力し、さらに次のステップの第３ステージを読み取り、その姿を思い

描いてその実現にも努めてほしいと思います。また、キャリアステージや立場に

関わらず、同僚として支えたり、経験を生かした助言をしたりして、学校全体に

も目を配り、周りの教員をリードできる魅力ある教員を目指してほしいと思いま

す。

 初任者は、「これから教員としてどのように歩んでいこうか」という目標を定め

る中で、経験を積み重ねながら、指標に示された教員像に、近づいていってほし

いと考えています。

校長は、そんな一人一人の教員の個性や適性を「チーム」として生かしながら、

より活力ある学校づくりを目指していただきたいと考えています。

 この『教員育成指標』を活用することにより、愛知県の教員一人一人が、目標を

もって生き生きと仕事に取り組み、これからの社会をたくましく生きる子どもたち

を育成するための教育活動が、ますます推進されることを願っています。

愛知県教育委員会 


